










はじめに 

先天異常モニタリングシステムに関する研究の中で,私に与えられたテーマは,このモニタ

リングにおけるプライバシーの保護方策のあり方を主として法的観点から検討することで

ある。しかし,このテーマは,医学,法学,社会学の領域にまたがる複雑かつ困難な問題を含

み,就中,後述するように,プライバシーの法的保護がその社会的要請に充分応えられる情

況ではなく現にその進化の途上にあるという事情は,事柄をより困難にしている。以下に述

べることは,このような事情のもとでの,現在までの私の検討結果であり,中間的・暫定的報

告の性格を有するものである。 

1.先天異常モニタリングにおいてプライバシー保護に配慮しなければならない理由 

このモニタリングにおいてプライバシーの保護に配慮しなければならない主たる理由は 2

つある。その 1は,このモニタリングにおいては,先天異常に関するデータなど高度にプラ

イバシー性のある情報を含む情報を,ある場面においては個人識別情報(ID 情報)付で取扱

わなければならないという点であり,その 2 はその方法として個人情報をコンピューター

により処理，蓄積しかつ利用するという点である。この後者の点は，後述するように，近

時個人情報のコンピューターによる処理,蓄積,利用によるプライバシー侵害またはその不

安が社会問題化しており,その規制を立法化する動きが現にあることと関連するものであ

り,比較的新しい問題である。 


